
た
と
か
。
今
は
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

杉
の
巨
木
も
多
く
、
モ
ミ

な
ど
と
混
在
し
て
い
ま
す
。

　

奈
良
ホ
テ
ル
近
く
の
荒

池
周
辺
に
は
ハ
ゼ
の
木
が

多
く
、
秋
に
は
紅
葉
と
池

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

で
す
。

　

森
の
中
に
は
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
道
が
あ
り
、
深
い

樹
々
の
暗
が
り
か
ら
、

白
々
と
明
る
い
所
へ
通
じ

て
い
く
様
は
本
当
に
魅
力

的
で
す
。
道
の
両
側
か
ら

枝
を
差
し
出
す
木
々
。
特

に
ア
セ
ビ
は
曲
線
が
変
化

に
富
み
面
白
く
、
只
今
研

究
中
で
す
。（
作
品
⑤
）

　

い
ざ
倒
木
を
主
題
に
描
く
う
ち
に
、
背

後
の
森
や
、
周
囲
の
樹
々
の
様
子
を
知
る

為
、
奈
良
や
他
の
森
へ
も
行
く
よ
う
に
な

り
、
深
く
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

森
の
中
の
池
や
渓
流
も
面
白
く
、
描
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
作
品
①
②
）

　

大
社
脇
に
は
小
さ
い
渓
流
が
あ
り
、
周

辺
は
岩
が
苔
で
滑
り
や
す
い
の
で
御
用
心

下
さ
い
。（
実
は
一
度
水
に
落
ち
ま
し
た
。）

　

春
日
の
森
に
は
イ
チ
イ
ガ
シ
の
巨
木
が

多
く
（
写
真
④
）
８
世
紀
頃
は
飛
火
野
辺

り
ま
で
イ
チ
イ
の
樹
林
帯
が
広
が
っ
て
い

　

10
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
奈
良
の

二
月
堂
か
ら
石
畳
の
道
を
下
っ
て
、
大
仏

殿
裏
の
緑
地
に
来
た
時
の
こ
と
で
す
。
奥

の
方
に
太
い
倒
木
が
山
と
積
ま
れ
て
い
る

の
を
発
見
し
ま
し
た
。
堂
々
と
し
た
巨
木

が
多
く
、
苔
む
し
て
、
そ
の
質
感
や
古
色

が
素
晴
し
く
、
描
い
て
み
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。（
作
品
③
）

　

春
日
大
社
周
辺
の
森
は
神
域
で
す
か
ら

人
手
を
加
え
ず
、
余
り
伐
採
は
し
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
枯
れ
た
り
鹿
の
食
害
で
ひ

ど
く
傷
ん
だ
樹
は
切
る
よ
う
で
す
。

私
の
写
生
地

森
に
魅
せ
ら
れ
て

会
員　

菱
田　

直
美

▲ ①「池のほとり」（大仏池）

▲ ②「小渓」

◀

④
イ
チ
イ
ガ
シ
（
写
真
）

◀

③「
森
の
記
憶
」（
２
０
０
６
年
）
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富
士
の
裾
野
は
、
林
の
中
に
溶
岩
が
固

ま
っ
た
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て

独
特
の
景
観
で
す
。
苔
を
ま
と
い
、
ま
る

で
切
り
株
か
と
見
紛
う
物
も
あ
り
ま
す
。

根
が
地
中
深
く
入
り
に
く
い
所
は
、
地
上

に
木
の
根
道
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

富
士
五
湖
の
中
で
は
、
本
栖
湖
、
精
進

湖
が
静
か
で
好
み
で
す
が
、
５
つ
の
中
に

入
っ
て
い
な
い
田
貫
湖
が
好
き
で
、
折
々

訪
ね
ま
す
。
湖
面
も
広
く
、
湖
岸
に
は
俗

化
物
も
少
な
く
、
森
が
周
囲
を
取
り
囲
ん

で
い
ま
す
。
年
に
２
回
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

富
士
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。（
作

品
⑦
）

　

山
の
奥
ま
で
行
け
な
く
て
も
、
美
し
い

森
は
身
近
に
あ
り
ま
す
。
由
緒
あ
る
神
社

は
、
大
体
後
ろ
に
森
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

庭
師
の
手
入
れ
し
た
庭
園
で
は
な
く
、

自
然
な
樹
々
を
見
た
い
時
、
最
近
は
明
治

神
宮
に
行
き
ま
す
。
計
画
的
に
作
ら
れ
た

森
な
が
ら
、
年
月
を
経
て
素
晴
し
く
繁
り

今
は
樹
間
を
行
く
者
を
深
々
と
包
み
こ
ん

で
く
れ
ま
す
。
参
宮
橋
へ
向
か
う
道
と
、

清
正
の
井
戸
周
辺
が
好
き
で
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
大
樹
の
も
と
で

ス
ケ
ッ
チ
に
集
中
し
て
い
る
と
、
都
心
に

い
る
事
を
忘
れ
ま
す
。（
写
真
⑧
）

　

日
光
に
は
、
沢
山
美
し
い
所
が
有
り
ま

す
が
、
毎
回
感
動
す
る
の
が
中
禅
寺
湖
畔

で
す
。特
に
外
国
大
使
別
荘
の
エ
リ
ア
は
、

落
葉
樹
林
が
美
し
く
、
所
々
に
苔
む
し
た

切
株
や
倒
木
も
見
ら
れ
ま
す
。（
作
品
⑥
）

　

旧
英
国
大
使
別
荘
は
、
明
治
の
外
交
官

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
建
て
た
物
の
復

元
で
す
。
隣
の
イ
タ
リ
ア
大
使
別
荘
は
、

昔
の
ま
ま
の
杉
皮
張
り
を
守
っ
て
い
て
、

簡
素
で
好
感
が
持
て
ま
す
。
こ
こ
の
ラ
ウ

ン
ジ
は
、
湖
に
向
か
っ
て
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア

が
並
び
、
ゆ
っ
た
り
景
色
を
楽
し
め
ま

す
。

　

岸
辺
ま
で
下
り
て
い
く
と
、
湖
が
広
々

と
光
り
輝
き
、
男
体
山
が
目
前
に
堂
々
と

し
た
姿
で
そ
び
え
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

森
の
道
を
写
生
中
、
突
然
前
方
に
鹿
の

母
子
が
現
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
ち
ら
に
気

付
く
と
、
鋭
い
声
で
子
を
呼
び
、
素
早
く

走
り
去
っ
て
行
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
俊
敏

で
、
フ
ォ
ル
ム
も
美
し
く
、
描
い
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
が
入
る
だ
け

で
風
景
の
印
象
が
一
変
す
る
の
も
面
白

く
、
樹
や
倒
木
と
共
に
、
鹿
の
観
察
や
ス

ケ
ッ
チ
も
試
み
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
野
生
の
動
物
で
す
か
ら
、
余

り
接
近
す
る
と
、
背
後
か
ら
別
の
鹿
に
ド

ン
と
小
突
か
れ
た
り
、
紙
袋
を
破
か
れ
た

り
、
季
節
に
よ
っ
て
は
危
険
な
事
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◀

⑤「
あ
せ
び
の
道
」（
奈
良
）

◀

⑦「
湖
畔
」（
田
貫
湖
）

▼ ⑧神宮の森（写真）

◀

⑥「
別
荘
地
へ
の
道
」（
日
光
）
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